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あらまし：和英の統語規則の違いを指導する段階的和文英訳演習が提案され，演習の学習効果が示唆され

た一方で，違いを理解していないまま演習を進めている学習者の存在も示唆された．本研究では，段階的

和文英訳演習の拡張機能として，学習者の操作を再現し，学習者にその正誤判定や間違いの修正をさせる

リフレクション機能を開発した．さらに，高等専門学校での実践利用を実施した結果，リフレクション機

能の有効性を示唆する結果が得られた． 
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1. はじめに 

英語学習を困難にしている大きな要因として，日

本語と英語の統語規則の差異がある．これに対して，

和英の統語規則の違いを指導する段階的和文英訳変

換モデルおよび段階的和文英訳演習システムが提案

された．実験的利用では提案された演習に学習効果

があることが示唆されたが，一部の学習者がフィー

ドバックを使用してパズル的に演習を進めていると

いう課題も明らかになった．本研究では，この課題

を解決するために学習者に振り返りを行わせる「リ

フレクション機能」を開発し，実験的評価を行った

結果，良好な結果が得られたため報告する． 

 

2. 研究背景 

日本語の統語規則では，自立語に付属している機

能語が文中における自立語の文法的役割を決定する

のに対し，英語では，語順によって文を構成する単

語の文法的役割を決定する（1）．このような統語規則

の違いが第二言語学習の困難さに影響を与えている

ことが指摘されている（2）． 

先行研究では，和英の統語規則の違いを経験する

ことを目的とした「段階的和文英訳変換モデル（モ

デル）」，および「段階的和文英訳演習システム（シ

ステム）」が提案された（3）．モデルは，与えられた

和文を段階的に英訳していくモデルであり，英訳を

複数の段階に分解することで日本語と英語の統語規

則を可視化することができる．また，システムは，

モデルを Web アプリに落とし込んだ演習システム

が開発されており，可視化された統語規則を実際に

操作して体験することができる（図 1）．この演習シ

ステムは高等専門学校での実践利用を通して，学習

効果があったことが示唆されている一方で，システ

ムのログを分析した結果，プレテストの上位群より

下位群のほうが演習で有意に多く間違えていること

が判明した．本演習では，誤りに対してフィーバッ

クを与えており，また，各段階では選択肢の並び替

えによって答えることができる．このため，原理的

にはパズル的に演習を進めることが可能であり，こ

のような場合には学習効果が上がらない可能性があ

った． 

 

 
図 1 システムの演習画面 

 

3. リフレクション機能 

本研究では，この課題を解決するために学習者に

演習の振り返りを行わせる「リフレクション機能」

を開発した．リフレクション機能は課題終了後，英

訳のいずれかの段階で間違えた場合に利用すること

ができ，操作再現パートと間違い修正パートの 2つ

のパートに分かれている．また，システムの利便性

を向上させるため，システムの UI および機能の改

善を行った． 

3.1 操作再現パート 

操作再現パートでは，システムが学習者の操作を

再現し，その正誤判定を学習者に行わせる（図 2）．

選択肢のカードをドラッグして回答欄に配置するの

を 1 操作として記録し，1 操作ごとの回答の状態を
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コマ送りで確認できる．「回答を確認」ボタンを押す

ことで現在の回答の状態が正しいかを判定し，正解

なら間違い修正パートに移行する．このパートの目

的は，学習者になぜ間違えたのか，そしてどうすれ

ば正解だったのかを考えさせて演習で理解できなか

った統語規則の違いを理解させることである． 

 

 
図 2 操作再現パートの演習画面 

 

3.2 間違い修正パート 

間違い修正パートでは，学習者が実際に演習で間

違えた回答の状態から課題を行わせる（図 3）．この

パートで間違えた場合，操作再現パートに戻る仕様

になっている．このパートの目的は，操作再現パー

トで統語規則の違いを正しく理解できたか確認する

ことである． 

 

 
図 3 間違い修正パートの演習画面 

 

4. 実験内容 

高等専門学校 1年生 4クラスの計 133名を対象に，

1時限 90分の英語の授業で実践利用を実施した．な

お，リフレクション機能を利用するかは学習者が選

択できるようにした．授業の一環として演習を行っ

たため，統制群は設けていない．実験手順は，演習

の前にプレアンケートとプレテスト，およびシステ

ムや英語の 5文型の説明を行った．その後，演習を

25分行い，ポストテストとポストアンケートを行っ

た．プレテスト・ポストテストは同一問題を用いた

が，正誤判定や解法の解説は行っていない． 

 

5. 結果と分析 

25 分の演習において，学習者は全 15 問のうち平

均 14.97 問の課題を解いた．また，選択肢のカード

をランダムに配置した場合の 1問あたりの期待誤答

回数より，実際に観測された 1問あたりの誤答回数

のほうが十分に小さいことから（表 1），回答の総当

たりが頻繁に行われなかったと判断できる．テスト

分析では，プレテストの合計得点の平均値を基準と

して，学習者を上位群と下位群に分け，リフレクシ

ョン機能のメインターゲットである下位群について，

リフレクション機能の利用状況に応じて群分けを行

った．テストは 10点満点であり，課題で間違えてリ

フレクション機能を利用した下位群と，課題で間違

えたがリフレクション機能を利用しなかった下位群

のテストの成績を比較した結果，前者のほうがテス

トの成績が向上した（表 2）．改善量（テストの成績

の差）を Mann-Whitney の U 検定で比較した結果，

改善量に有意な差はなかったが，効果量が中程度で

あり，リフレクション利用群においてより高い学習

効果がある可能性を示唆するものと考えている． 

 

表 1 段階別カード数・ランダム時期待誤答回数 

・実際の誤答回数 

 カ ー ド 数

（枚/段階） 

ランダム時

期待誤答回

数（回/問） 

実際の誤答

回数（回/問） 

第 1文型 2 2.00 0.03 

第 2文型 3 3.33 0.27 

第 3文型 3 3.33 0.13 

第 4文型 4 3.83 0.33 

第 5文型 4 3.83 0.34 

 

表 2 リフレクション機能の利用状況に応じて 

群分けした下位群のテスト分析 

（Wilcoxonの符号付き順位検定） 

 Pre Post p値 効果量
r 

利用群 

（n=30） 

5.80

（σ=1.10） 

7.43

（σ=1.77） 

<0.01 0.82 

未 使 用

群

（n=18） 

5.56

（σ=1.54） 

6.56

（σ=1.34） 

0.02 0.64 

 

6. まとめ 

実践利用を通して，提案した手法が実践利用可能

であり，対象集団に対して効果があることが示唆さ

れた．今後はリフレクション機能の改良を行ってい

く予定である． 
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